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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、真核生物ゲノム複製の開始に関与する高度に保存されたミニ染色体維持タンパク質（MCM）の一つです。MCMタンパク質によって形成される六量体タンパク質複合体は、複製前複合体（pre_RC）の重要な構成要素であり、複製フォークの形成や他のDNA複製関連タンパク質のリクルートメントに関与している可能性があります。このタンパク質はMCM4、6、および7と複合体を形成し、複合体のヘリカーゼ活性を制御することが示されています。このタンパク質はリン酸化され、タンパク質キナーゼCDC2およびCDC7によって制御されます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	PC-12 (1)、Cos7 (2)、NIH/3T3 (3)、HepG2 (4)、HEK293 (5)、K562 (6)、Jurkat (7)、Hela (8)およびMCF-7 (9)細胞溶解物に対するMCM2マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	MCM2 マウス mAb (青) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	MCM2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	MCM2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。

